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ICT活用授業をはじめよう 

 講師：鳥取城北高等学校 
田中 将省 

（田中将省氏）明日からできるICT活用授業 ～基礎理解、アプリ紹介、授業実践例～ 
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想定課題と到達目標 

ICT活用授業の特徴やできること、気を付
けるべきことなどがわからない 

ICT活用授業の具体的なできる内容や 
大切にすべきポイントを理解する 

ICT活用で「使えるアプリ」が 
どのようなものがあるのか知らない 

ICT活用で効果的なアプリを 
アプリの特徴と使用目的別で理解する 

ICTを活用した具体的な授業例や 
動画の活用方法の想像がつかない 

具体的な実践例を元に、 
ICT活用授業のイメージを具体化できる 

想定課題 到達目標 
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1 ICT活用授業を知る 

2 効果的なアプリを選ぶ 

アウトライン 

3 実践例と動画づくり 

Copyright © FCE Education Inc. All Rights Reserved.  本テキストは有償無償問わず貴校外の第三者に配布することはできません。 

Session.1 ICT活用授業を知る 

Question.1 

ICT活用授業と聞いて 
何をイメージしますか？ 

頭に浮かんだ場面や生徒の様子を職 

員同士で共有してみましょう♪ 
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GIGAスクール構想とは 

Global and Innovation Gateway for All 
「全ての児童・生徒のためのグローバルで革新的な扉」 

 

▶ １人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備するこ 

とで、特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人 

取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育 

成できる教育ICT環境を実現する。 
 

▶ これまでの我が国の教育実践と最先端のICTのベストミックスを図る
こ とにより、教師・児童生徒の力を最大限に引き出す。 

Society 5.0 ICT教育の遅れ 

 サイバー空間とデジタル空間の融合 

 新たな社会を担う人材の育成 

 日本はOECD加盟国で最低水準 

 ICT活用を促進する教育改革が必要 
構想の背景 
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ICT活用の強み 

①多様で大量の情報に対応 

多様で大量の情報を収集、整理・分析、まとめ、表現するができ、カスタマイズが容易。 

②時間的・空間的な制約を超える 

時間や空間を問わずに、音声・画像・データ等を蓄積・送受信できる。 

③双方向性を有する 

距離に関わりなく相互に情報の発信・受信のやりとりができる。 
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ICT活用授業でできる8つのこと 

1.教材の提示 

 拡大表示やマルチメ
ディアの活用 

2.個に応じた学習 

 一人ひとりの習熟度に
応じた学習 

3.調査活動 

 インターネットによる
情報収集や記録 

4.思考を深める学び 

 シュミレーションやプ
ログラミング 

5.表現や制作活動 

 マルチメディアによる
幅広い表現が可能 

6.共有や整理 

 意見の共有や整理が容
易に 

7.共同制作 

 同時編集（共同編集）
による協働 

8.家庭学習 

 予習復習やオンライン
授業に対応 
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ICT活用で大切な4つのこと 

▶学習者の活用を目指す 

▶教員だけの活用にならない 

① 学習者主体 

▶ICTは文房具と同じ 

▶ICTを手段としてより良い授業を 

② 活用が目的にならない 

③ ハードルを上げ過ぎない ④ デジタル・シティズンシップ 

▶無理は続かない 

▶スモールステップで進める 

▶デジタル社会での生き方を共に学ぶ 

▶デジタル・シティズンシップ教育など 
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Session.2 効果的なアプリを選ぶ 

ICT活用で大切なこと（Session.1より） 

目的に 
ならない 

ハードルを 
上げ過ぎない 

 ICTは文房具と同じ 
 

 ICTを手段としてより良い授業を 

 無理は続かない 
 

 スモールステップで進める 

↳スモールステップとしてアプリを使ってみる 
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Session.2 効果的なアプリを選ぶ 

アプリ名 活用の目的 特徴 

Google Classroom データのやり取りをする 
 課題の配信/提出/評価ができる。 

 ストリームで意見を集めることができる。 

Google スライド プレゼン資料を作る/提示する 
 画像や動画を挿入できる。 

 共同編集ができる 

Google フォーム アンケートやテストを実施する 

 あらゆる質問形式に対応 

 セクションの追加（質問による分岐）や自
動採点も可能 

 「Email Notifications for Forms」と連携して
自動返信メールも 

Google Jamboard ホワイトボードを使って話し合う 
 付箋機能で意見の共有/整理ができる 
 背景を変更することで思考ツールにも 

YouTube 動画を共有する 
 プレイリストで複数の動画を生徒と共有で

きる 
 再生速度も調節可能 

Google ニュース ニュース記事を活用する 
 キーワードで様々なニュースを検索できる。 
 世界のニュース記事はGoogle翻訳で 
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Session.2 効果的なアプリを選ぶ 

アプリ名 活用の目的 特徴 

Google Scholar 論文を検索する 
 世界中の論文を検索することができる。 

 関係性による並び替えや期間指定も可能。 

Google  
ドキュメント 

レポートを書く 
 画像や写真の挿入/音声入力に対応。 

 「データ探索」で検索しながらの作業も。 

Google  
スプレッドシート 

データを整理する 
 表やグラフを共同編集で作成できる 

 Excelのように関数も使用可能。 

Googleサイト ホームページを作る 
 共同でサイトの管理運営ができる。 
 PC/タブレット/スマートフォンに対応。 

Canva 掲示物を作る 
 テンプレートが豊富で華やかなデザインが

できる。 
 チームで共同編集も可能。 

Kahoot！ クイズ大会を開く 
 参加者は登録なしですぐにクイズに参加で

きる 
 制限時間の設定や特典上位者の表彰も可能。 

活動に合わせてアプリを使い分ける アプリ選びのポイント  →→ 
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Session.2 効果的なアプリを選ぶ 

Question.2 

使ってみたいアプリは 
何ですか？ 

アプリメイトその理由を職員同士
で共有してみましょう♪ 
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Session.3 実践例と動画づくり 

 

 
講義 

 

 
問題演習 

 
確 
認 
テ 
ス 
ト 

 
リ 
フ 
レ 
ク 
シ 
ョ 
ン 

15 35 45 
min min min 

※アクティブラーニング型授業の先駆者：小林昭文先生の授業モデルがベース 

Time 

リフレクションは 
授業後や放課後でもＯＫ 

教科書を進める物理の授業 
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Session.3 実践例と動画づくり 

1. 講義 

教員 

生徒 

• 本時の学習目標を示す 
• 興味関心を持たせる 
• コンパクトに説明する 

• 講義資料を見ながら説明を聞く 
• 必要に応じてメモをとる 

→細かな説明を求める生徒には動画教材 
（公式の使い方など） 

講義資料（PDFファイル）の例 
→ 
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Session.3 実践例と動画づくり 

2. 問題演習 

教員 

生徒 

• 話しやすい環境を作る。（安全安心の場） 
 

• 生徒の学びを支える。（質問による介入） 

• チームで協力しながら演習に取り組む 

【態度目標】 解く/話す/聞く/チームに貢献する 

チームで協働しながら
問題演習に取り組む 

ファシリテーターとして 
学びを与える。 

教員が 
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Session.3 実践例と動画づくり 

2. 問題演習 
学習者一人ひとりに 

学びの選択肢がある 

↓演習プリント表面：問題↓ 

↓演習プリント裏面：解答解説↓ 

講義資料を読む 

教科書を読む 

チームメイトに聞く 

動画教材を視聴する 
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Session.3 実践例と動画づくり 

3. 確認テスト 

教員 

生徒 

• 問題（PDFファイル）と回答
フォームを配信 

• 制限時間で回答を中止 

• 制限時間内に回答を送信 
 →自己採点＆解答開設の自動返信 
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Session.3 実践例と動画づくり 

4. リフレクション 

教員 

生徒 

• リフレクションフォームを配信 
• 翌日に回答状況を確認 

• リフレクションフォームに回答（当日中） 
 授業態度の達成度（5段階） 
 学習の理解度（5段階） 
 質問・感想 など 

リフレクションフォーム 
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Session.3 実践例と動画づくり 

Google Jamboardを使った 

”単元のまとめ”の授業 

STEP.1 グループで疑問を共有する 
（できるだけたくさん書き出す） 

 
STEP.2 グループで優先順位をつける 

（最終的に３つにしぼる） 

 
STEP.3 疑問を解消する→発表 

（グループで調べてみる） 
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Session.3 実践例と動画づくり 

▶予習・復習がしやすい 

▶オンライン授業との相性が良い 

時間や場所を選ばない 

▶再生速度を選べる 

▶何度でも視聴できる 

自分のペースで学習できる 

▶特殊な機材が必要ではないか？ 

▶機材の操作が難しそう？ 

撮影機材が必要？ 

▶編集に時間がかかりそう？ 

▶編集ソフトの操作が難しそう？ 

時間がかかる？ 

動画教材の強み 

動画づくりの不安 
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Session.3 実践例と動画づくり 

Google Meetで解説動画づくり YouTubeで解説動画づくり 

1.  Google Meetを起動（自分だけが参加） 
 

2.  ミーティングを録画する 
 

3.  動画のURLを共有する 

1.  YouTubeとOBS Studioを連携 
 

2.  シーンを切り替えながらライブ配信 
 

3.  動画のURLを共有する 

無料のストリーミングソフト「OBS Studio」が必要 

手書きバージョンの配置 Ⓒ 田中将省 2022 
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Session.3 実践例と動画づくり 

ICT活用は目的ではない。 

 

学びの障壁を打ち破るための手段。 

 

教師がチャレンジする姿を 
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Session.3 実践例と動画づくり 

Question.3 

ICT活用授業について 
これからチャレンジしたい
ことは何ですか？ 

チャレンジしたいこととその理由
を職員同士で共有してみましょう♪ 
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